
平成27年度
勤務環境改善のための
ワークショップ報告

・場所 G-ネット滋賀
・参加人数 9名
・時間 13:30～16:00
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A班のグループワーク



A　班

　　・仕事が集中する時間帯に人材繰りが難しい反面、働きたい時間帯に業務量が少ない

　　・保育士の養成学校が少ないため、滋賀県での採用が困難

　　・市ごとに補助金額が相違するため、少ない市では採用が困難

4　その他
　・通勤圏内の京都市との待遇差を埋めるのが困難。

　・県内でも市ごとに補助金額に差異があるため、地域においても待遇に差が出る。

　・乳児担当と幼児担当でひづみが生じストレスになっている

　・メンタルヘルスの不調・モチベーションの低下が生じている。

　・　ゆとりのある人員配置　　　　   定時に帰る園の風土と評価制度

　・　子育て期における働きやすい職場環境や退職後も職場復帰しやすい環境

　・　気兼ねなく年次有給休暇を取得できる環境

　・　ライフスタイルに応じた勤務ができる環境

　・　朝・夕方の職員確保　　　　　　　職員の家族のサポート

　・　協力体制・現場の抱える問題点の見える化

1　採用・離職関係

現状

課題解決・ゴール達成に向けた取組計画

ゴール
職員全員が少しゆとりをもって、働き続けることができる勤務環境の実現

　　・叱ると直ぐに辞めてしまう　　・世代のバランスが歪（30.40代が少ない）

　　・ゆとりが全くない。　残業,有給休暇取得率に偏りがある。

　　・熱心な人ほど残業してしまう。早く帰りなさいとは言いづらい。

ミッション（宣言） イキイキ職員を増やす！

理想の保育園 子供・保護者・職員それぞれの笑顔あふれる園　みんなで育てる保育園

　　・朝・夕方の職員確保が困難　　　結婚・出産・育児で辞めてしまう

　　・入園数や乳児数により必要人員の予想が出来ない　

3　労働時間・年次有給休暇

　 ・モチベーションを維持出来るほど賃金を支払えない

    ・給与の良い保育園に移動してしまう。公立と私立では待遇面にギャップがある。

　　・やる気のある職員が頑張りすぎて、どんどん自分で首を絞めてしまう。

　　・定時に帰りづらい。保護者対応に時間がかかる。

3　賃金・待遇について

足りないもの

話し合いの場を設置する　　　　　　　頑張りすぎチェックの実施
ヒアリング調査をして、個々のスタッフの意見を聞く体制を構築する.
各職員、クラスごとの業務量・配置について調査及び調査結果の分析

男性職員・シニア世代の採用　　朝,夕の人員整備と支援対策

すぐにはじめられる取組
（１年）

スケジュール 課題解決に向けた取組

時間のかかる取組
（３～５年）

ライフステージが移行するまでパート社員を支援し正職員を育成する
フルタイムでの勤務が負担となる職員のための短時間勤務制度導入

業務量,労働時間,年休の見える化,共有化



事業場名[  B 班 ]

ミッション（宣言）

ビジョン（将来像）

子供達を無事に笑顔で帰すために、
こわく、やさしく指導する

子供達が笑顔で過ごせる保育園

現
状
分
析

○労働時間関係
・残業時間に偏りがある
・シフト表を何回も作成し直している
・無駄な残業がある
・労働時間の管理ができていない
・突発的な保護者対応がある
・保育時間内での事務作業が難しい
・土曜日出勤のパートが少ない

・なかなか帰らない人がいる
○休暇関係
・年休の偏りがある
・年休の残日数がわからない
・年休の取得に偏りがある
・人員不足である
○採用・離職関係
・ミスマッチがある

・すぐに辞める人がいる
・求人の応募が少ない
・離職理由に育児、介護が多い
・早朝、夕方の人員が不足している
○人間関係
・コミュニケーションが取れていない
・中途採用者と考え方の違いがある
・理念が伝わっていない

課
題

○労働時間関係
・サービス残業
・多用な労働時間体制
・フリーの先生の活用
・土曜日の人員体制
・労働時間の管理

○休暇関係
・取得できる人員体制
・適正なシフト表の作成
・応援体制の確立
・偏りのないシフト表作成
○採用離職関係
・早朝、夕方の人員体制

・求人の応募者のアップ
・両立支援の促進
・人事考課
○人間関係
・ミーティングの活用
・コミュニケーションアップ
・相談体制の確立

組合経由で意
見聴取をする

社員食堂の見
直し

社員食堂の業
者の見直し

定数管理して、
在庫を少なくす

る

派遣労働者の
活用

企業理念を毎
朝復唱する

年休の取得計
画表の再検討

長
期

中
期

当
面
の
取
組(

継
続
中
も
含
む
）

課題解決・ゴール達成に向けた取組計画

シフト表作成
前に希望休日
をきく

ミーティングで
うれしかった話
を発表

子供のお昼寝
後は合同保育
にする

早朝保育、延
長保育ができ
る時間帯の時
給を高くする

くるみんを取得
する

週1回ミーティ
ングを開催す

る

先生間での声
掛け

複数担任制度
の採用

ミーティングの
テーマを予め
伝えておき、課
題を明確化す

る

園長自らが年
休を完全消化

する

園長、主任保
育士からの声
掛け

育児制度のパ
ンフレットを作
成する

年休の申請を
拒否しない

中途採用者に
は園の理念を
きちんと説明
する

振替、代休を
取得できるよう
にする

労働時間をパ
ソコンに入力
することで、労
働時間を労使
で把握

ブランクがある
人でも責任感
のある人は採
用する

連休が偏らな
いようにシフト
表を作成

定期的な行事
の計画を2か
月前から話し
合う

保育以外を
テーマとした
ワークショップ
を開催する

面接の回数を
増やして、目標
の進捗状況を
把握する

保育士以外の
職員も含めて
ワークショップ
をする

フルタイムにこ
だわらず、繁
忙時間帯の
パートを採用
する

男性職員の採
用

サービス残業
の禁止

残業の申告制

求人応募者に
園内見学をし
てもらう

学校訪問で新
卒者を採用

職員からの紹
介で採用

繁忙期は所
長、副所長に
も入ってもらい
フルキャスト体
制にする

繁忙時間帯の
パートをハロー
ワーク、協議
会を活用して
採用する

両立支援制度
の周知

人権教育をす
ることで、人間
関係を築く

月に1回年休を
取得することに

する

見本を作成し
て、担任以外
でも手伝えるよ
うにする

保 育 事 業 場 ョ ン プ ラ ンシクア


